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スキャルの極意1 

１．水平線の抵抗線・支持線抜けで参入せよ。 

  
溜まったエネルギーを上手く利用する。 
揉み合いの時間が長ければその分、 
エネルギーが溜まっているので、大きく動く可能性がある。？ 



スキャルの極意2 

２．ボリンジャーバンドセンターラインの傾きに 
   注意しつつ、＋３σで参入、‐３σで利食い 
   する回転を行ってみる。 
 
前回高値まで戻らない、前回安値を更新して下がるような 
展開は順調なダウントレンドであり売り回転に最も適している。 



スキャルの極意3 

３．ボリンジャーバンドのセンターラインが上向きの時、 
   下から切り上げて交差する場合、買い参入。  
    
   センターラインに上から接して抜けずに上昇する場合も買い参入。 
  （若干抜けても上昇を始めたら買ってみる。）  
  
   ボリンジャーバンドのセンターラインが下向きの時、 
   上から切り下げて交差する場合、売り参入。  
    
   センターラインに下から接して越せずに下落する場合も売り参入。 
  （若干超えても反落を始めたら売ってみる。）  
  
         利食いに関しては、３σを目安に反転しかかったら、 
         利食いと割りきって利食いを優先する。 
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